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株式会社 fun function

代表取締役　合掌 智宏 さん

水産物等を出荷される

町漁業協同組合　

谷口　芳哉 さん ( 丹生 )

野菜等を出荷される

秋山　健一 さん（佐野）

美浜町が誇る産品に
注目を集めたい

　美浜町の魅力は、農産物や水産物
等の資源が豊富にあること、また、
魚の熟成文化があることです。
　私は福井県出身ですが、福井の人は
自分の良いところを誇ることが苦手
だと思います。美浜町も他に引けを取
らない素晴らしい資源を、もっと売り
出していってほしいと思います。
　今後は、美浜町の知られざる魅力
を活かし有名にすることで、店の認
知度も高め、双方が発展していける
ような関係を作っていきたいと思い
ます。

美浜の水産物を
全国に広めたい

美浜の農産物で
美浜を宣伝したい

　東京のお店に出荷す

ることは、これまで以

上に生産意欲がわきま

すね。美浜の看板を背

負って作物を出荷する

一人として、責任を感

じています。有機栽培

で育てた、辛味大根や

甘美人 ( 人参 ) 等を作

り、美浜町を宣伝して

いきたいです。
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迷
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課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、
平
成
25
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度
よ
り
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町
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組
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販
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。
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取
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ョ
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熟
成
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県
美
浜

町｣

が
、
6
月
29
日
に
東
京
日
本
橋
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
6
月
2
日
に
は
、
町
と
同
社
に
お

い
て
、相
互
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、｢

美
浜
ブ
ラ

ン
ド｣

の
魅
力
向
上
に
努
め
、双
方
が
持
続
的
に
発
展
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
連
携
協
力
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

↑協定書を手に握手する山口町長と㈱ fun function
　合掌代表取締役 (右 )

周辺MAP

町

設　立　2006 年 11 月 15 日

所在地　東京都中央区日本橋兜町　

店舗数　14 店舗

業務内容　

飲食店及び食品販売店の経営

株式会社 fun function

｢ 熟成魚場 福井県美浜町 ｣ を経営する

さまざまな食材が眠る地方の町に着目し、
店名に自治体名を入れたアンテナ型居酒
屋 ｢ ご当地酒場 ｣ を東京で経営中。
現在展開中の店舗は ｢ 北海道八雲町 ｣｢ 北
海道厚岸町 ｣｢ 佐賀県三瀬村 ｣｢ 青森県む
つ市 ｣ 等。
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　｢美浜の食材 ｣を
　　　　ご提供ください

　　　農林水産課では、同店で使
　　　用する農林水産物や特産品
等の ｢ 美浜の食材 ｣ を募集してい
ます。東京のお店に提供したい、
販路を拡大したいという方がおら
れましたら、ぜひご連絡ください。

〈店内・料理イメージ〉

町

美浜の刺身盛り揚げさつま芋バニラ ジビエ料理

東京日本橋タワー

東京日本橋タワー

アクセス　
　　  日本橋駅　直結
　　　（銀座線・東西線・浅草線）
　  　東京駅　八重洲北口より徒歩 6 分
　　　（JR 線、丸ノ内線）
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産
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販
路
拡
大
の
ほ
か
、
美
浜
を
東
京
か
ら
全
国

に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
町

公
認
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
型
居
酒
屋
と
し
て
、
美
浜

の
魚
や
米
、
野
菜
等
の
産
品
の
提
供
、
町
の
情
報
発
信
、

同
店
で
の
人
材
育
成
等
で
連
携
を
図
り
、
町
と
同
店
と

が
相
互
協
力
し
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

▼
町
全
体
で
同
店
を
応
援
す
る
た
め
に
、
東
京
へ
お

　出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
首
都
圏
を
は
じ
め
、町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
、

　ご
友
人
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　店へは、塩ブリや連

子鯛、穴子等を出荷す

る予定です。新鮮な水

産物を提供するため、

漁師の方々は日々努力

しています。今後は、

美浜の水産物の価値を

より高めるとともに、

販路拡大により、全国

の方に消費されること

を期待しています。

店舗名　　熟成魚場 福井県美浜町
住   所　　東京都中央区日本橋 2-7-1
　　　　　東京日本橋タワー 地下 1 階
電話番号　03-3527-9696
営業時間　

定休日　   不定休

午後 4 時～ 11 時 30 分
( ラストオーダー 午後 11 時 )

午前 11 時～午後 3 時【ランチ】
( ラストオーダー 午後 2 時 30 分 )　　　
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土
曜
授
業
の
取
り
組
み
内
容
は
？

ＪＲ小浜線利用促進助成をご利用ください
～ＪＲ小浜線は地域の宝物　みんなで乗ろうよ小浜線　切符は美浜駅で買いましょう！～

対象期間　  7月1日(水)～9月30日(水)

対象旅行

　美浜駅で発行する切符を購入して、ＪＲ小浜線を利
用した親子旅行。
　ただし、次のいずれかに該当する場合は、原則とし
て助成対象となりません。
①親子旅行の変更･中止等により切符の払い戻し等を受
　けた場合
②各地区子ども会等の団体主催による親子旅行

対象者

  切符を購入した時点で、次のすべての条件を満たす方
①本町に住所を有する親子。(親子旅行には中学生以下
　の者が１人以上含まれていること)
※親子とは、子どもの親に限らず祖父母等3親等以内の
　親族を含む。
②美浜駅または東美浜駅を始点または帰点としたＪＲ
　切符であること。
③町税等に滞納がないこと。

助成額

　購入額の3分の2(限度額10,000円)を助成します。
※助成は、1世帯1回限りとする。(子どもと別世帯の親
　族とが旅行した場合も１世帯とする)

申請方法

①美浜駅で切符を購入した際に、美浜駅に備え付けの
　申請書兼請求書に販売証明を受けてください。
②親子旅行実施後20日以内に町企画政策課へ申請書兼
　請求書を提出して下さい。

夏休み親子旅行助成

夏休み！親子で行ってらっしゃい

今年度も実施！

助成件数

　原則として先着35組とします。

※その他、団体旅行の助成、回数乗車券の助
成、学生団体等の助成を実施しています。
詳しくは町のホームページをご覧下さい。

　抽選で毎月2人に町の特産品が当たります。
□期　間　平成27年7月1日(水)～

　平成28年3月31日(木)
□対象者　美浜駅で小浜線区間を利用する切符を
　　　　　購入した方
□応募方法
　①美浜駅窓口で切符1回購入ごとに1個スタン
　　プをもらう。
　②スタンプを3個集める。
　③応募用紙を美浜駅または町企画政策課へ提出
　　する。
※当選の発表は、商品の発送をもってかえさせて
　いただきます。

小浜線プレゼントキャンペーン

□開始日　7月1日(水)
□対象者　町内に住所を有する満65歳以上の方
　　　　　で、町税等に滞納がない方
□条　件　美浜駅で小浜線区間を利用する切符を
　　　　　購入した場合。
             ※特別企画乗車券は対象外となります。
　　　　  ※回数乗車券、団体割引乗車券は下記
　　　　　  の助成をご利用ください。
□助成額　購入額の50％
　　　　  ※限度額は、1回の購入につき1人あた
　　　　　  り1,000円
□申請方法
　美浜駅に備え付けの申請書兼請求書に運転免許
証または健康保険証の写しを添えて、美浜駅また
は町企画政策課まで提出して下さい。
※切符購入の際には、美浜駅窓口にて必ず販売証
　明を受けて下さい。

シニア利用者助成
ＮＥＷ！

ＮＥＷ！

※お問い合わせ先

　町企画政策課(担当･山本佐知子)  ☎32‐6701

　

ま
た
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
等
の
活
動
日
と
の
調
整
を
行

い
、
土
曜
授
業
と
活
動
日
が
可
能
な
限
り

重
な
ら
な
い
よ
う
に
土
曜
授
業
の
実
施
日

を
設
け
ま
し
た
。

土
曜
授
業
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始
め
る
に
あ
た
っ
て

町
内
小
中
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校
で
土
曜
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　

文
部
科
学
省
は
、
平
成
25
年
11
月
に
学

校
教
育
法
施
行
規
則
の
休
業
日
に
関
す
る

規
定
を
改
正
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
委

員
会
の
判
断
で
土
曜
日
に
授
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

美
浜
町
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、
平
成
27
年
2
月
教
育
委

員
会
と
校
長
会
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度

に
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
、
土
曜
授

業
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
、
次
の

点
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

･

小
学
校
再
編
に
よ
り
各
小
学
校
の
校
区

　

が
広
範
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子

　

ど
も
た
ち
の
間
で
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促
進
す
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必

　

要
が
あ
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こ
と
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編
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よ
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子
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験
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こ
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懸
念

･

町
独
自
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
推
進
す
る
た
め

　

の
時
間
の
確
保

　

話
し
合
い
の
結
果
、
児
童
生
徒
に
対
す

る
教
育
の
一
層
の
充
実
の
た
め
に
、
土
曜

日
に
お
い
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
、
月
1
回
程

度
、
土
曜
授
業
を
試
行
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
ふ
る
さ
と
教
育
】

　

ふ
る
さ
と
を
描
い
た
り
、
ふ
る
さ
と
の

自
然
や
文
化
財
に
触
れ
た
り
、
田
植
え･

　

以
上
の
と
お
り
、
土
曜
授
業
は
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、
役
割
分
担
し
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
、
将
来
へ
の

夢
や
希
望
を
持
つ
児
童･

生
徒
の
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、土
曜
授
業
は
、公
開
授
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
方
も
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。
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土
曜
授
業
は
、
児
童･

生
徒
に
美
浜
町

の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、文
化
等
を
伝
え
、

次
世
代
の
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
次
の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
実

施
し
ま
す
。

稲
刈
り･

魚
さ
ば
き
等
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
学
習
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
に
つ
い
て
学
び
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
ち
愛
す
る
心
を
育
て
ま
す
。

【
キ
ャ
リ
ア
教
育
】

　

地
域
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
職
業
や
身
近

な
福
祉
施
設
に
つ
い
て
調
べ
、
働
く
こ
と

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
福
祉
と
人
権
に
つ
い
て
学

び
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
貢
献
で
き
る

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
目
指
し
ま
す
。

【
学
力･

体
力
向
上
】

　

課
題
解
決
学
習
、
読
書
習
慣
の
向
上
を

図
る
全
校
読
書
、
学
習
発
表
会
や
運
動
が

好
き
な
児
童･

生
徒
の
育
成
を
図
り
、
一

人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
し
ま
す
。

　

な
お
、
土
曜
授
業
の
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム

に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
商
工
会
や
企
業
関
係

者
、
小
中
学
校
長
代
表
で
構
成
す
る｢

カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会｣

で
分
析･

検

討
し
て
い
き
ま
す
。

↑菅浜漁港の船を写生する児童

↑サツマイモの苗を植える児童

↑手回し発電機でエネルギーについて学ぶ児童


